
リスクアセスメント実施結果一覧表（改善前）
作成日：平成　　　年　　　月　　　日
作成者：
文書Ｎo：

機械の名称： オーダー番号： 関連書類Ｎo、及び名称 RA作業メンバー 確認 承認
RAの区分：RA1  RA2 RA3 RA実施行程（コンポーネント）： 1

2
安全・衛生等の区分：　安全・品質　　衛生 RA実施行程（機械等設備名）： 3

4

危険源 危険事象 対象者

リスクの評価

保護対象

リスクの再評価
識別 機械の対象部 危害の説明 被害の 発生 リスク 被害の 発生 リスク 保護対策に関する
No 機械の動作等 （どのようにして生じるか） 大きさ 確率 レベル 大きさ 確率 レベル 規格Ｎo

電装盤 電気的 感電 濡れた手で端子台に触れる 作業者 ａ Ｃ Ⅰ
シグナルワード「危険」の警告を取説・
機械に明記 ａ Ｅ Ⅲ

電装盤 電気的 感電 照明電球交換時に端子台に触れる 作業者 ｂ Ｃ Ⅱ
シグナルワード「注意」の警告を取説・
機械に明記 ｂ Ｅ Ⅲ

蒸気装置排水管 熱 火傷 照明電球交換時に排水管に触れる 作業者 ｄ Ｃ Ⅳ
シグナルワード「注意」の警告を取説・
機械に明記 ｄ Ｅ Ⅳ

蒸気装置排水缶 蒸気 漏電 排水缶の隙間から蒸気が洩れる 製品不良 ｄ Ｃ Ⅳ 隙間部分にシリコン塗布 ｄ Ｄ Ⅳ

蒸気発生装置 熱 火災
電流が流れ続けることで温度が上
がりつづける 製品不良 ａ Ｃ Ⅰ 温度ヒューズ取付 ａ Ｅ Ⅲ

ドアガラス 熱 火傷 素手で触る 作業者 ｃ Ｂ Ⅱ
シグナルワード「注意」の警告を取説・
機械に明記 ｃ Ｄ Ⅲ

排気ファン 機械的
指の巻き
込まれ 回転羽に手を接触 作業者 ｂ Ｃ Ⅱ 指が届かないように中格子を取付 ｂ Ｄ Ⅲ

昇降ベッド 機械的 衝撃 通常使用下降時に体にぶつかる 作業者 ｄ Ａ Ⅲ

昇降ベッド 機械的 衝撃
停電等の異常時に落下して体にぶ
つかる 作業者 ｃ Ｂ Ⅱ クローゼモータを採用 ｃ Ｅ Ⅳ

スライドローラ 機械的 指詰め
キャンバスを横移動する時に指を
詰める 作業者 ｃ Ｂ Ⅱ 指が入らない隙間のカバー採用 ｃ Ｅ Ⅳ Ｂ9707　4.5.1

キャンバス 機械的 衝撃 上昇・下降運転時に落下する 作業者 ｃ Ｄ Ⅲ 転倒防止板・金具を採用 ｃ Ｅ Ⅳ

チェーン 機械的 指詰め 上下スプロケット部分に指を触れる 作業者 ｃ Ｂ Ⅱ
シグナルワード「注意」の警告を取説・
機械に明記 ｃ Ｃ Ⅲ
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リスクアセスメント実施解説書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年 12 月 



１. 目的 
 機械の安全性について、使用者が許容可能な低いレベルにリスクを設計段階で押さえ込

むのが狙いで、危険のリスク分析・評価を明確にし、その保護方策を立案する手順を定め

る。 
 
２. 適用範囲 
 機械事業部グループに設計部門が担当する製品に適用する。 
 
３. リスクアセスメント実施表の様式 
 a.機械の仕様限界・使用情報シート 
  リスクアセスメントの前提となる機械の使用状況の想定を実施し、規定フォーマット

に文書化する。 
 b.リスクアセスメント実施表 
  新商品開発時及びリスクアセスメントを実施していない機種について機械全般にわた

って実施する場合。（保護方策を織り込んでない状態より開始する。） 
 c.制御システム用リスクアセスメント実施表 
  制御システムのリスクアセスメントについて実施する場合。 
 
４. リスクアセスメント実施表の記入 
 リスクアセスメント実施にあたり、安全方策の方針即ち機械類の制限を決定すること。 
機械類の制限の決定は以下の点にわたって考慮する。（機械の仕様限界・使用情報シートに

記入する。 
① 機械類のライフサイクルに関する全局面。 
② 意図する使用…機械の正しい使用及び操作、合理的に予見可能な誤使用又は機能不良の

結果。 
③ 性別、年齢、利き手又は身体的能力の限界（例えば視覚又は聴覚の減退、体型、体力な

ど）によって特定される人の予見可能な機械類の全使用範囲。 
④ 予見可能な使用者の訓練、経験又は能力の予想レベル。（オペレータか、見習い又は初

心者か、一般大衆かなど） 
⑤ 機械類の危険源に第三者（例えば見学者、掃除者、事務の人など）が暴露されること。 
 
4-1.危険源の同定（想定・列挙） 
機械類によって引き起こされる可能性のある各種危険源を同定し、障害又は健康障害に

いたる全ての状況を想定する。 
安全設計に関するハザードチェックリストを参考にし、かつその他考えられる危険源を

全て記載して、危険の内容についてはできるだけ詳しく書き、その危険がどの危険域で起



こり得るかを明記する。 
 
4-2.危険にさらされる可能性 
 4-1.で同定された危険源に対し、危険にさらされる可能性の有無を評価し、無と評価され

たものについては以下の評価を実施しない。 
 
4-3.被害の大きさ 
障害又は健康障害のひどさについて見積もる。 

大きさ カテゴリー 内容 

・死亡、または重度の永久的後遺障害（７等級以上） 

致命的 イ ・システムの喪失、重大な二次災害 

・重症、重大な業務障害、後遺症（８～１４等級） 

重度 ロ ・甚大なシステムの損害 

・軽傷、軽度の業務障害、後遺症なし、1 日以上の欠勤 

軽度 ハ ・軽度のシステム損害、機械の全損 

・上記Ⅲに至らない軽度の業務障害 

軽微 ニ ・上記Ⅲに至らないシステムの損害、機械の一部破損 

 
4-4.被害の発生確率 
障害又は健康障害の発生間隔について見積もる。 

発生確率 レベル 内容 

頻繁に発生する 

頻発する Ａ 発生確率：1/10 以上 

機械寿命の間に数回発生する 

起こりえる Ｂ 発生確率：1/10～1/100 以上 

機械寿命の間に発生することもある 

随時に Ｃ 発生確率：1/100～1/1000 以上 

機械寿命内にありそうもないが、発生する可能性がある 

起こりそうにない Ｄ 発生確率：1/1000～1/1000000 以上 

機械寿命内に発生する可能性はまずない 

起こりえない Ｅ 発生確率：1/1000000 未満 

 



4-5.統計的視点から見た許容リスクレベル 
リスクの発生レベル リスクに対する受け止め方 
年間 1/1000 ・ 誰もが許容できないレベル（車のリコール） 

・ ハザードを伴うこのレベルの事故を未然に検知するのは困難 
・ リスクがこのレベルに及ぶ場合、直ちにそのハザードを減ずべ

き対応が必要 
年間 1/10000 ・ ハザードを抑制するために公的資金を積極的に投資するレベル 

・ この種の認識を広めるための安全・衛生スローガンに、恐怖の

要素を提示する 
年間 1/100000 ・ 人に認識されている 

・ 溺死、点火源、毒物など、このレベルのハザードについて人は

子供に注意する 
・ 旅客機の利用を避けるのと同様に不便さを感じる 
・ 安全・衛生スローガンは予防の要素が強くなる 

年間 1/1000000 ・ 普通の人は関心を示さない 
・ このレベルの事故について意識していても、自分は関係ないと

思っている 
・ このレベルのハザードに対しては「不可抗力」などの言葉が用

いられる 
※2008 年時点でのデータ 
 
4-6.リスクレベル（MIL-STD882C による見積法） 

  大きさ 致命的 重度 軽度 軽微 

発生確率   イ ロ ハ ニ 

頻発する Ａ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

起こりえる Ｂ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

随時に Ｃ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

起こりそうにない Ｄ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ 

起こりえない Ｅ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ 
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